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計測自動制御学会 第 18 回システムインテグレーション部門講演会 (SI2017), No.3D1-10 (pp. 2973-2978), 

仙台市 , 2017/12.

16) 関磊 , 山村毅 : 中国語学習者の誤り支援 , 電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会講演論文集 , C1-7, 名古

屋大学 , 2017/9．

17) 関磊 , 山村毅 : 同義語を考慮した bi-gram 辞書による中国語学習者のための誤り検出 , 第 15 回情報学ワーク

ショップ (WiNF2017), PC-21, 中部大学 , 2017/11．

18) 林聖人 , 山村毅 : ひらがな語の追加と形態素解析の精度についての考察 , 電気・電子・情報関係学会東海支部

連合大会講演論文集 , C1-2, 名古屋大学 , 2017/9．

19) 林聖人 , 山村毅 : ひらがな語追加における形態素解析器の精度の比較 , 第 15 回情報学ワークショップ

(WiNF2017), PC-25, 中部大学 , 2017/11．

20) 日高憲太 , 鈴木拓央 , 小林邦和 : CNNを利用したロボットにおける物体認識 , 平成29 年度電気学会電子・情報・

システム部門大会講演論文集 , No.TC5-3, 2017/9.

21) 日高憲太 , 鈴木拓央 , 小林邦和 : ラプラシアンピラミッドを導入した CNN によるロボットの物体認識 , 計測自

動制御学会システム・情報部門学術講演会 (SSI2017), No.SS09-14, 2017/11.

22) 平尾将剛：球面上の準モンテカルロ系列と行列式点過程，研究集会「無限粒子系、確率場の諸問題 XII」，奈

良女子大学 , 2017/1．

23) 平尾将剛：Determinantal point processes, QMC designs and one-bit sensing on the sphere，研究集会「深層

学習における確率場の解析と発展」，九州大学 , 2017/2．

24) 平尾将剛：行列式点過程の準モンテカルロ法への応用，科研費シンポジウム「統計的モデリングと計算アル

ゴリズムの数理と展開」，名古屋大学 , 2017/3．

25) 平尾将剛：QMC designs via determinatal point processes on the sphere，Hakata Workshop 2017- Discrete 

Mathematics and its Applications, リファレンス駅東ビル ( 福岡市 ) 2017/2．

26) 平尾将剛：Finite frames, frame potentials and determinantal point processes on the sphere，JCCA-2017 離

散数学とその応用研究集会 2017，熊本大学，2017/8．

27) 平尾将剛：On frame potentials of determinantal point processes on the sphere，2017 年度日本数学会秋季

総合分科会，山形大学，2017/9．

28) 平尾将剛：球デザインとその周辺，愛媛大学代数学セミナー , 愛媛大学 , 2017/9．
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29) 広野龍一，河中治樹，小栗宏次：近赤外分光法による Take-Over 時のドライバ脳血流解析 ”, 平成 28 年度 電

子情報通信学会 東海支部卒業研究発表会，A-3-1，2017/3.

30) 広野龍一，河中治樹：近赤外分光法による Take-Over 時のドライバ脳血流解析，平成 28 年度 電子情報通信

学会 東海支部卒業研究発表会，A-3-1，名古屋大学，2017/3.

31) 本多千鶴，河中治樹，小栗宏次：排便状態の客観的評価に向けた画像処理による性状分類，平成 29 年度日本

生体医工学会東海支部大会 , セッション B2：生体情報計測・解析と数理モデル , p.34, 2017/10.

32) 本多千鶴 , 河中治樹 , 小栗宏次：Stepwise SVM による模擬便の性状分類，第 15 回情報学ワークショップ

(WiNF2017), PB-19, 2017/11.

33) 本多千鶴，河中治樹，小栗宏次：時空間画像からの落下模擬便の Bristol Stool Scale 分類 , 電子情報通信学会 

技術報告書 (MBE 研究会 )，vol.117，no.360，pp.1-6，2017/12.

34) 本井みくに，河中治樹，小栗宏次：ドライブレコーダ映像からの信号機候補の連続数に基づいた信号交差点

通過シーンの自動抽出，平成 29 年度 電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会，G3-8，2017/9.

35) 家田皓将，神谷直希，周向栄，山田恵，加藤博基，村松千左子，原武史，三好利治，犬塚貴，松尾政之，藤

田広志：全身 CT 画像における ALS の早期鑑別診断のためのテクスチャ解析を用いた骨格筋解析の初期検討，

医用画像情報学会 (MII) 平成 28 年度春季 ( 第 177 回 ) 大会，A3，九州大学，2017/1．

36) Imai S. and Kamiya Y.:  An image cancelling scheme for parameter estimation applicable to randomly phase-

varying signals, Proceedings of Life Engineering Symposium 2017(LE 2017), pp. 44-47, 2017.

37) 今井章太，神谷幸宏：ドップラーセンサによる非接触計測における対象物の移動に関する検討，自動制御連

合講演会，電気通信大学，2017/11．

38) 石田敦也 , 村上和人：熱画像を用いた心拍数計測のための動脈温度特徴抽出方法の検討 , 映像情報メディア学

会技術報告，Vol.41，No.14，pp.13-16(ME2017-72)，石川四高記念文化交流館 / 金沢，2017/5.

39) 石川恵大，西野祐太，高比良宗一，王天澄，臼田毅：擬似ベル状態を用いた量子リーディングに対する片側

減衰の影響，平成 29 年度電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会，E3-3，名古屋大学，2017/9.

40) 石川恵大，喜多健志朗，王天澄，西野祐太，臼田毅 : ビームワンダリングがある場合の量子イルミネーション

の誤り率特性，第 40 回情報理論とその応用シンポジウム 予稿集，pp.403-407，新発田，2017/11.

41) 石野友美，河中治樹，小栗宏次：車載カメラ画像を用いた区画線の目視評価ランク推定，平成 29 年度 第 70

回 高度交通システムとスマートコミュニティ研究発表会，2017/9.

42) 亀井健吾，萩原克幸，戸田尚宏：Wavelet 変換を用いた交流雑音除去の改良，計測自動制御学会ライフエン

ジニアリング部門シンポジウム，3B3-2，2017/10.

43) 亀井健吾，戸田尚宏，萩原克幸：適応フィルタ係数の Wavelet 平滑化による交流雑音除去，第１５回情報学ワー

クショップ，PD-12，2017/10.

44) 神谷浩平，村上和人：画像内の違和感を感じる領域抽出手法の提案，第 23 回画像センシングシンポジウム

（SSII2017)，CD-ROM Proceedings，IS3-19(6pages)，パシフィコ横浜 / 神奈川，2017/6.

45) 神谷直希，家田皓将，周向栄，山田恵，加藤博基，東華岳，村松千左子，原武史，三好利治，犬塚 貴，松尾正之，

藤田広志：全身 CT 画像における腸腰筋モデルを用いたテクスチャ解析に基づく ALS の自動鑑別の初期検討，

電子情報通信学会技術研究報告 (MI2016-86)，Vol.116，No.393，pp.61-62，沖縄県那覇市ぶんかテンブス館，

2017/1.

46) Kamiya Y.: A simple space-time parameter estimation method suitable for non-contact vital sensing by Dop-

pler sensors ，Proceedings of Life Engineering Symposium 2017(LE 2017)，pp. 68-72，2017.

47) 神谷幸宏：ドップラーセンサを用いた学生の多次元状態モニタリング，第１６１回教育工学研究会，計測自

動制御学中部支部，2017/3．

48) 神谷幸宏：ドップラーセンサを用いた多次元非接触生体信号計測手法に関する検討，第 56 回日本生体医工学

会大会，東北大学加齢医学研究所，2017/5．

49) 神谷裕作，小栗宏次：運転中の光刺激提示がドライバに与える覚醒効果の検証，平成 28 年度 電子情報通信

学会東海支部 卒業研究発表会，P-1-3，2017/3.
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50) 潟渕達也，神谷直希，周向栄，加藤博基，東華岳，村松千左子，原武史，三好利治，松尾政之，藤田広志：

体幹部 CT 画像における棘下筋の自動認識のための棘下窩の特徴認識，第 36 回日本医用画像工学会大会予稿

集，pp.279-281，じゅうろくプラザ，2017/7.

51) 加藤真二，野場万司，渡邊真，近藤貴史，大野政彦，平山眞彦，中村英治，小林英明，石井大，山本勝，永井昌寛，

横山淳一，地域包括ケアシステムの構築に向けた豊田加茂医師会の取り組み～アンケート調査結果とその対

策を中心に～，第 8 回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会プログラム・抄録集，P-177，p.336，サンポー

トホール高松・高松シンボルタワー，JR ホテルクレメント高松，2017/5．

52) 喜多健志朗，臼田毅 : 多元量子信号に対するビームワンダリングの影響，第 40 回情報理論とその応用シンポ

ジウム 予稿集，pp.420-423，新発田，2017/11.

53) 河中治樹，小栗宏次：Raspberry Pi で始める画像処理による排尿量自動計測，平成 29 年度 第 56 回 日本生

体医工学会大会，Fr.OS-4.1-5，2017/4.

54) 河中治樹，跡見健吾，小栗宏次：実映像ドライブシミュレータを用いた安全運転訓練システムの開発，計測

自動制御学会 ライフエンジニアリングシンポジウム 2017，2017/9.

55) 河中治樹，小栗宏次：Raspberry Pi で始める画像処理による排尿量自動計測，第 56 回 日本生体医工学会大会，

Fr.OS-4.1-5，東北大学，2017/4.

56) 河中治樹，跡見健吾，小栗宏次 : 実映像ドライブシミュレータを用いた安全運転訓練システムの開発，計測自

動制御学会 ライフエンジニアリングシンポジウム 2017，岐阜大学，2017/9.

57) 河中治樹，小栗宏次：睡眠中連続カフレス血圧推定に向けた姿勢変化が脈波に与える影響分析，生体医工学，

vol.55Annual，no.4PM-Abstract，pp.365，2017/9.

58) 近藤源，神谷幸宏：ドップラーセンサによる学生の多次元状態モニタリング実証実験，第１６１回教育工学

研究会，計測自動制御学中部支部，2017/3．

59) 近藤源，矢野邦哲，神谷幸宏，ドップラーセンサを用いたドライバ異常検出のための簡易生体計測アルゴリ

ズムと性能検証実験 ”，自動車技術会春季大会，2017/5．

60) 近藤源，神谷幸宏：複数のドップラーセンサを統合した生体計測システムの提案，計測自動制御学会ライフ

エンジニアリング部門シンポジウム 2017 (LE2017)，pp.85-87，2017

61) 近藤源，神谷幸宏：複数のドップラーセンサを統合利用する非接触生体計測のための構成と信号処理手法の

提案，自動制御連合講演会，電気通信大学，2017/11．

62) 近藤源，高尾良太，宮嶋千織，松原達也，神谷幸宏：ドップラーセンサを用いる簡単な生体計測アルゴリズ

ムに適した体動影響除去法，計測自動制御学会システム・情報部門学術講演会 2017 (SSI2017)，pp. 378-

379，静岡大学，2017/11．

63) 今野友紀菜，谷口健太，三浦宗徳，吉岡博貴，小畑建太：植生愛想ライン方程式に基づく植生変数推定のた

めの逆算アルゴリズムに関する研究， 第 42 回リモートセンシングシンポジウム論文集，pp.23-24，千葉，

2017/3．

64) 熊谷澪，神山斉己 : 眼光学特性を含めた錐体モザイクの数理モデル，Proceedings of Life Engineering Sympo-

sium 2017( 計測自動制御学会ライフエンジニアリング部門シンポジウム )，LE2017，2B4-01，pp.81-84，

岐阜大学，2017/9．

65) 熊谷澪，神山斉己 : 眼光学特性が錐体モザイクに及ぼす影響のシミュレーション解析，平成29年度 電気・電子・

情報関係学会 東海支部連合大会，H4-1，名古屋大学 1，2017/9.

66) 久米正矩，神谷直希，周向栄，加藤博基，東華岳，村松千左子，原武史，三好利治，松尾政之，藤田広志：

体幹部 CT 画像における脊柱起立筋の自動認識と COPD の予後予測因子としての可能性の検討，第 9 回呼吸

機能イメージング研究会学術集会予稿集，P-1，p.47，京都大学，2017/1.

67) 久米正矩，神谷直希，周向栄，加藤博基，東華岳，村松千左子，原武史，三好利治，松尾政之，藤田広志：

deep CNN に基づく体幹部 CT 画像上の第 12 胸椎断面における脊柱起立筋領域の自動認識，第 36 回日本医

用画像工学会大会予稿集，pp.74-76，じゅうろくプラザ，2017/7.

68) 倉敷大輔，代田健二：H1 勾配法による合成梁接触部ずり剛性同定逆問題に対する数値解法，日本応用数理学

会 2017 年研究部会連合発表会，2017/3.
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69) 倉敷大輔，代田健二：合成梁接触部せん断剛性同定問題に対する H1 勾配法，第 22 回計算工学講演会，

2017/6.

70) 倉敷大輔，代田健二：係数同定逆問題に対する H2 勾配法，日本応用数理学会 2017 年度年会，2017/9.

71) 呉本尭，馬場勇希，大林正直，間普真吾，小林邦和：ROC 解析を用いた脳波識別手法の検討，電気学会シス

テム研究会資料，No.ST-17-016，pp.17-22，2017/6.

72) 栗田雷也，山村毅 : Word2vec を用いた単語の置き換えによる文章の可読性向上手法，電気・電子・情報関係

学会東海支部連合大会講演論文集，C2-5，名古屋大学，2017/9．

73) 栗田雷也，山村毅 : word embedding 作成時の学習データの違いが同義語検索に与える影響について，第 15

回情報学ワークショップ (WiNF2017)，PC-22，中部大学，2017/11． 

74) 黒川有紀，入部百合絵，北岡教英：音響的特徴を利用した高齢者の認知症傾向の分析，日本音響学会 2017

春季研究発表会講演論文集，1-Q-36 2017/3．

75) 前田涼，千田悠貴，平尾将剛，小泉和之，谷口哲至：投手及び打者のクラスタリングに基づく対戦相性の解

析，シンポジウム「スポーツアナリティクスと統計科学」第 7 回スポーツデータ解析コンペティション審査会，

統計数理研究所 ( 東京都 )，2017/12.

76) 松原哲志，戸田尚宏：3 次元検出器を用いたコンプトン散乱 X 線による画像再構成，計測自動制御学会ライ

フエンジニアリング部門シンポジウム，3B3-1，2017/10.

77) 松原哲志，戸田尚宏：3 次元検出器を用いたコンプトン散乱 X 線による画像再構成，平成２９年度日本生体

医工学会東海支部大会　講演番号 28，2017/10.

78) 松原哲志，戸田尚宏：コンプトン散乱 X 線を効果的に用いる X 線 CT，第１５回情報学ワークショップ，PD-

11，2017/10.

79) 松原由友介，戸田尚宏：適応ノイズキャンセラにおける窓の最適化，計測自動制御学会ライフエンジニアリ

ング部門シンポジウム，3B4-2，2017/10.

80) 松原由友介，戸田尚宏：適応ノイズキャンセラにおける窓の最適化，平成２９年度日本生体医工学会東海支

部大会　講演番号 29，2017/10.

81) 松川維吹樹，山村毅：語句削除を用いた、ニュース記事ヘッドラインの自動生成，電気・電子・情報関係学

会東海支部連合大会講演論文集，C2-2，名古屋大学，2017/9．

82) 松川維吹樹，山村毅：語句の削除、変換を用いた、ニュース記事ヘッドラインの自動生成，第 15 回情報学ワー

クショップ (WiNF2017)，PC-24，中部大学，2017/11．

83) 松本直也 ，高比良宗一，臼田毅：量子情報理論における最小誤り率近似式の精度を決める 2 つの要因，第

15 回情報学ワークショップ (WiNF2017)，PC-34，中部大学，2017/11.

84) 宮川知也，山村毅：感性情報分類における見出し語の違いの影響について，言語処理学会第 23 回年次大会発

表論文集，pp.1046-1049，筑波大学，2017/3．

85) Miyajima C.，Takao R.，Kondo G. and Kamiya Y.:  A performance evaluation of a signal processing scheme 

for a Doppler sensor detecting multiple bodies，Proceedings of Life Engineering Symposium 2017(LE 

2017)，pp. 168-171，2017.

86) 宮嶋千織，高尾良太，近藤源，神谷幸宏 : 布団を透過して行うドップラーセンサ非接触生体計測の性能検証

実験，自動制御連合講演会，電気通信大学，2017/11．

87) 宮嶋千織，近藤源，高尾良太，松原達也，神谷幸宏：牛を対象としたドップラーセンサによる非接触呼吸

検出実験，計測自動制御学会システム・情報部門学術講演会 2017 (SSI2017)，pp. 381-382，静岡大学，

2017/11．

88) 水野啓悟，神谷幸宏：動物撃退を同時に行う音波センサネットワーク受信機の信号検出特性，計測自動制御

学会システム・情報部門学術講演会 2017 (SSI2017)，pp. 438-442，静岡大学，2017/11．

89) 水野啓悟，神谷幸宏：害獣撃退を行う農業用音波センサネットワークに関する研究，第 15 回情報学ワーク

ショップ（WiNF2017），中部大学，2017/11．

90) 水谷康太，後藤真由子，山村毅：日本語文章の難易度判定における文字の視覚的複雑さの有効性，電気・電子・

情報関係学会東海支部連合大会講演論文集，C1-1，名古屋大学，2017/9．
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91) 村上和人：サーモビジョンカメラを用いた生体情報センシング，映像情報メディア学会技術報告，Vol.41，

No.4，pp.89-90，関東学院大学 / 神奈川，2017/2.

92) 長江大地，戸田尚宏：散乱線測定を導入した X 線 CT に関する再構成精度の統計評価，計測自動制御学会ラ

イフエンジニアリング部門シンポジウム，3B4-3，2017/10．

93) 永井昌寛，後藤時政，横山淳一，藤原奈佳子：「IT および集合知を活用した家族見守り型予防医療支援情報シ

ステムの設計課題」，日本経営診断学会第 60 回中部部会研究発表会，愛知県立大学（サテライトキャンパス），

2017/9．

94) 永岡由行，生田聡子，山村毅：文書スタイル推定によるテキスト統計量の検討，電気・電子・情報関係学会

東海支部連合大会講演論文集，C1-3，名古屋大学，2017/9．

95) 永田園実，宮川勲，村上和人：モーションセンシングを使った幾何拘束に基づくクアッドコプターの追従制御，

ViEW2017 ビジョン技術の実用化ワークショップ，CD-ROM Proceedings，IS1-B2(5pages)，パシフィコ横浜

/ 神奈川，2017/12.

96) 中神徹也，戸田尚宏，山崎陽一，吉岡博貴，小山修司 :X 線 CT における散乱線利用の理論的考察 - 光電吸収

の導入 -，電子情報通信学会信学技報，IEICE-MBE2016-97，pp.75-78，2017/3．

97) 中平健治，加藤研太郎，臼田毅：逐次測定による量子信号の識別，第 40 回情報理論とその応用シンポジウム 

予稿集，pp.414-419，新発田，2017/11.

98) 中村翔吾，辻孝吉：ソフトウェア開発における新しい見積り方法の提案，情報学ワークショップ WiNF2017，

中部大学，2017/11.

99) 中澤彩希，田中美波，臼田毅：任意の非対称量子信号に対する符号化による対称化手法の提案，平成 29 年度

電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会，E3-5，名古屋大学，2017/9.

100) 中澤彩希，田中美波，高比良宗一，臼田毅：任意の非対称純粋状態信号に対する符号化による対称化手法と

その例，第 40 回情報理論とその応用シンポジウム 予稿集，pp.408-413，新発田，2017/11.

101) 西尾洋紀，河中治樹，小栗宏次：計測姿勢の違いが光電容積脈波によるカフレス血圧推定に与える影響，電

子情報通信学会技術報告書 (MBE 研究会 )，vol.117，no.360，pp.67-72，2017/12.

102) 太田淳，辻孝吉：有界アサイクリックペトリネットの応答性検証アルゴリズムに関する一考察，第 62 回離散

事象シ ステム研究会，pp.19-24，青森市文化観光交流施設 ワ・ラッセ，2017/9．

103) 佐藤圭介，高比良宗一，臼田毅：相互レニー情報量規準で最も “ ケチな ”4 元量子情報源，平成 29 年度電気・

電子・情報関係学会東海支部連合大会，E3-4，名古屋大学，2017/9.

104) 佐藤圭介，高比良宗一，臼田毅：群共変的信号に対する 2 次の相互レニー情報量の最大化について，第 40

回情報理論とその応用シンポジウム 予稿集，pp.347-352，新発田，2017/11.

105) 澤田優希，入部百合絵，北岡教英：マルチモーダル情報を用いた運転中におけるシステム向け発話の推定，

日本音響学会 2017 春季研究発表会講演論文集，2-R-6， 2017/3．

106) 島崎正太，河中治樹，小栗宏次：脈波形状からのカフレス血圧推定における特徴量空間内での距離を考慮し

た学習の効果検証，平成 29 年度日本生体医工学会東海支部学術集会，セッション B1: 生体機能計測と画像解

析，p.30， 2017/10.

107) 新保勇人，神谷直希，村上和人：顔温度画像を用いたマスクからの空気漏れ量自動推定手法の提案，第 23 回

画像センシングシンポジウム（SSII2017)，CD-ROM Proceedings，IS2-22(6pages)，パシフィコ横浜 / 神奈川，

2017/6.

108) 篠原範充，田中詩乃，神谷直希：小型ファントムを用いた乳房超音波装置管理ツールの開発，第 36 回日本医

用画像工学会大会予稿集，pp.175-177，じゅうろくプラザ 2017/7.

109) Shinohara，N.，Tanaka，S.，and Kamiya，N.: Examination of the objective quality control measures for 

breast ultrasound using the phantom analysis tool: an initial study，Proceedings of the 73rd Annual Meeting 

of the Japanese Society of Radiological Technology，p.206，パシフィコ横浜，2017/3.

110) 代田健二：トポロジー最適化を応用した波動方程式族の係数同定逆問題に対する数値解法（招待講演），

RIMS 共同研究 ( 公開型 ) 数値解析学の最前線 - 理論・方法・応用 -，2017/11.
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111) 白坂誠浩，浅野洋介，伊藤裕一，渡邊孝一，井原大将，伊藤正英，栗本 育三郎：熱流体シミュレーション

を用いた太陽光型植物工場の水蒸気飽差制御システムモデルの同定，第 18 回計測自動制御学会システムイ

ンテグレーション部門講演会，講演番号：1A6-14，仙台国際センター，仙台，2017/12．

112) 杉浦早紀，戸田尚宏：X 線 CT におけるサイノグラム上でのポアソン性を考慮した再構成，計測自動制御学

会ライフエンジニアリング部門シンポジウム ,3B4-1，2017/10.
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回情報学ワークショップ，PD-10，2017/11.

114) 鈴木凪紗，金森康和：携帯型音楽機器の音圧が及ぼす雑音の印象，2017 電子情報通信学会総合大会，

D-14-12，名城大学 / 愛知，2017/3.
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116) 鈴木拓央，小林邦和：家庭用サービスロボットによる食事・服薬の一体的管理支援，電気学会 システム研

究会，No. ST-17-008 (pp. 25-30)，千代田区，2017/6.

117) Takao R.，Miyajima C.，Kondo G. and Kamiya Y.: A signal processing scheme for vital sensing using a Dop-

pler sensor to detect multiple bodies，Proceedings of Life Engineering Symposium 2017(LE 2017)，pp. 

172-174，2017.

118) 高尾良太，宮嶋千織，近藤源，神谷幸宏：ドップラーセンサによる非接触計測距離の延伸する対策の提案 

，自動制御連合講演会，電気通信大学，2017/11．

119) 高尾良太，宮嶋千織，近藤源，松原達也，神谷幸宏：牛を対象としたドップラーセンサによる非接触呼吸

変動モニタリング，計測自動制御学会システム・情報部門学術講演会 2017 (SSI2017)，pp. 383-384，静

岡大学，2017/11．

120) 谷昌樹，河中治樹 ，小栗宏次：ドライブシミュレータを用いた交差点出会い頭の運転行動分析，平成 29

年度 第 15 回情報学ワークショップ (WiNF2017)，PD-24，Nov. 2017.

121) 谷口健太，三浦宗徳，吉岡博貴，小畑建太：ソイルアイソライン方程式にもとづく植生指数 NDVI の波長

依存性に関する研究，第 42 回リモートセンシングシンポジウム論文集，pp.21-22，千葉，2017/3．

122) 戸田尚宏：散乱 X 線を利用する新たなモダリティに向けて，日本放射線技術学会第 73 回総会学術大会，

シンポジウム 2　医用工学と放射線技術学の融合：期待される新技術シンポジスト，2017/4.

123) 鳥居耕太，小栗宏次：自動車の乗り心地評価に向けたシミュレータ走行時における生体信号多変量解析，

平成 28 年度 電子情報通信学会東海支部 卒業研究発表会，D-1-2，2017/3.

124) 烏居耕太，河中治樹，長瀬功児，小栗宏次：ドライバ運転感覚の定量化に向けた筋電位特徴量の抽出 ”，平

成 29 年度 第 70 回 高度交通システムとスマートコミュニティ研究発表会，2017/9.

125) Tsuji K.and Kamiya Y.: A new simple estimation method of the number of persons by footsteps sounds，

Proceedings of Life Engineering Symposium 2017(LE 2017)，pp. 48-50，2017.

126) 辻和樹，神谷幸宏：生体計測に適したシリアルパラレル変換に基づく簡易な信号パラメータ推定法，電気

学会知覚情報研究会，PI-17-086，pp.1-4，2017/10.

127) 辻和樹，神谷幸宏：足音から人数を推定する信号処理の性能検証実験，自動制御連合講演会，電気通信大学，

2017/11．

128) 辻元直伸，小栗宏次：透視投影を考慮した多重円柱モデルによる放射液体の流量推定，平成 28 年度 電子

情報通信学会東海支部 卒業研究発表会，D-1-3，2017/3.

129) 辻元直伸，河中治樹，小栗宏次：排尿量測定のための放射角度を考慮した多重円柱モデル，平成 29 年度日

本生体医工学会東海支部大会，セッション B2：生体情報計測・解析と数理モデル，p.38，2017/9.

130) 辻元直伸，河中治樹，小栗宏次：多重円柱モデルにおける液体流量推定の精度向上，第 15 回情報学ワーク

ショップ (WiNF2017)，PD-39，2017/11.
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131) 塚本白，浅見直弥，神山斉己：血管内皮細胞の NO 産生モデルによる血流依存性拡張反応解析，Proceedings 

of Life Engineering Symposium 2017( 計測自動制御学会ライフエンジニアリング部門シンポジウム )，

LE2017，2B1-02 pp.29-32，岐阜大学，2017/9．

132) 和田えみり，松本直也，宇佐見庄五，臼田毅：KCQ プロトコルに対する量子利得評価のための信頼性関数と

通信路容量の応用，平成 29 年度電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会，E3-2，名古屋大学，2017/9.

133) 若森一樹，辻孝吉 : ペトリネットを用いたオンラインゲームに関するタイムラグ改善方法の検討，情報学ワー

クショップ WiNF2017，中部大学，2017/11.

134) 王天澄，喜多健志朗，臼田毅：ビームワンダリングが発生した場合の非対称信号を用いた量子通信路容量，

第 15 回情報学ワークショップ (WiNF2017)，B-3，中部大学，2017/11.

135) 山田早姫，神谷直希，村上和人：3D プリンタを用いた多目的疑似乳房モデルの構築に関する検討，日本放射

線技術学会第 73 回総会学術大会予稿集，p.243，パシフィコ横浜／神奈川，2017/4.

136) 山田早姫，神谷直希，村上和人：微細形状を用いた質感表現における視覚情報の弾性物体越し触知覚への影

響について，第 23 回画像センシングシンポジウム（SSII2017)，CD-ROM Proceedings，IS1-27(6pages)，パ

シフィコ横浜 / 神奈川，2017/6.

137) 山田誠也，大久保弘崇，粕谷英人，山本晋一郎：分岐カバレッジ向上を目的とした静的解析を用いたテストケー

ス自動生成，情報処理学会研究報告，vol.2017-SE-195，no.18，pp.1-8，早稲田大学，2017/3.

138) 余語一輝，松本直也，宇佐見庄五，臼田毅：2 元線形符号により符号化された量子信号に対する最小誤り率

近似式の特性，平成 29 年度電気・電子・情報関係学会東海支部連合大会，E3-6，名古屋大学，2017/9.

139) 横山淳一，永井昌寛，史文珍：保健所との連携に関する市町村職員の意識実態と課題，日本経営診断学会第

58 回中部部会研究発表会，名古屋工業大学，2017/7．

140) 横山淳一，永井昌寛，史文珍：保健所との連携に関する市町村職員の意識実態と課題，日本経営診断学会第

50 回全国大会報告予稿集，p.123-126，明治大学駿河台キャンパス，2017/10．

141) 吉田瑞菜，金森康和：名古屋弁破裂音の VOT に関する検討，2017 電子情報通信学会総合大会，D-14-11，

名城大学 / 愛知，2017/3.

142) 藤澤洋佑，佐野聡，中野泰彦，河中治樹，小栗宏次：自動運転における指差し呼称 Take-Over 時のドライ

バの注視点解析，第 68 回 高度交通システムとスマートコミュニティ研究発表会，Vol.2017-ITS-68，No.8，

pp.1-6，公立はこだて未来大学，2017/2.

5.5　その他（雑誌，報告書等）

1) Hidaka, K., Tsubakimoto, T., Tanaka, T., Kumagai, K., Matsubara, H., Aizawa, Y., Iwai, Y., Nakagawa, M., Futat-

suishi, K., Mori, N., Ohkusu, K., Takahashi, K., Uemura, Y., Ito, K., Suzuki, T., and Kobayashi, K., Camellia Drag-

ons 2017 Team Description, Proceedings on the 21th Annual RoboCup International Symposium, 2017/7.

2) 神谷直希：専門講座：「3 次元画像処理」，画像通信，Vol.40, No.1, p.53, 2017/3.

3) 神谷幸宏：電波と信号処理で「安心・安全な社会」へ，フロンティア 21 エレクトロニクスショー 2016，

2016/11．

4) 神谷幸宏：Automotive World 2017 出展，東京ビッグサイト，2017/1．

5) 神谷幸宏：計測展 2017TOKYO 出展：Internet of Animals　～動物への非接触生体モニタリング～，東京ビッ

グサイト，2017/11．

6) 神谷幸宏：フロンティア 21 エレクトロニクスショー 2017 出展，“ ドップラーセンサ信号処理による生体信

号計測 ”，吹上ホール，2017/11．

7) 神谷幸宏：ソフトウェア技術による見守りセンサの高度化と応用例 ”，愛知県 IoT 推進ラボ「見守りシステム」

シーズ・ニーズマッチングセミナー，2017/11．

8) 神谷幸宏：IoT および非接触生体計測技術の農業への応用の可能性 ” 農業総合試験場講演会，2017/10.

9) 神谷幸宏：複数の人を同時に電波で心拍・呼吸を測定するセンサ ”，中部地区医療・バイオ系シーズ発表会，

2017/12．



5 章

- 180 -

10) 河中治樹：車載テクノロジー最前線 自動走行へ向けた路面標示の研究動向とその課題 ”, 車載テクノロジー = 

Automotive technology vol.4，no.3, pp.55-58, Feb.2017.

11) 小林邦和：ロボットと人工知能の最新技術およびロボカップ 2017 名古屋世界大会プロジェクト , 中部圏研究 , 

Vol.201, pp.2-13, 2017/12.

12) Nakahira, K., Usuda, T.S., and Kato, K. : Finding optimal solutions for generalized quantum state discrimina-

tion problems, IEEE Transactions on Information Theory, Vol.63, No.12, pp.7845-7856, 2017. doi: 10.1109/

TIT.2016.2644666

13) 野田五十樹 , 南方英明 , 小林邦和 , 杉浦藤虎 , 武村泰範 , 秋山英久 , 岡田浩之：ロボカップ西暦 2050 年を目指

して（その１）, 知能と情報（日本知能情報ファジィ学会誌）, Vol.29, No.1, pp.2-13, 2017/1.

14) 小栗宏次:Internet(コンピュータのネットワーク化) SNS（社会のインターネット） そしてIoT（モノのインター

ネット）”，地域問題研究，Vol.92,pp4-8, 2017/6.

15) Tanaka, T., Tsubakimoto, T., Kawamura, M., Kumagai, K., Matsubara, H., Hidaka, K., Aizawa, Y., Nakagawa, M., 

Iwai, Y., Suzuki, T., and Kobayashi, K., Camellia Dragons 2016 Team Description. In Proceedings on the 20th 

Annual RoboCup International Symposium, 2016/7.

5.6　特許

1) 入部百合絵 ほか 1 名：発音動作可視化装置および発音学習装置，出願番号， 特願 2013 － 531279,2017 年

9 月 15 日取得．

5.7　表彰

1) RoboDragons（メンバー：安達 勇介，日下部 宏幸，鈴木 玲於奈，杜嘉楽，伊藤正英，成瀬正）：ロボカップジャ

パンオープン 2017，サッカー小型ロボットリーグ 車輪型 優勝．

2) 安達勇介，伊藤正英，成瀬正：Classifying strategies of an opponent team based on a sequence of actions in 

RoboCup SSL（20th Annual RoboCup International Symposium (2016) での口頭発表），ロボカップ日本委員

会ロボカップ研究賞．

3) 跡見健吾：平成 28 年 電子情報通信学会東海支部学生研究奨励賞（修士）

4) 林秀和，宇都宮陽一，田学軍，奥田隆史：電子情報通信学会第 23 回情報ネットワーク研究会研究賞，” 小型

無人機を活用した遅延耐性ネットワークの性能評価 ”，2017/3.

5) 日髙憲太，會澤要，上村祥之，大楠幸生，高橋一帆．二石佳南，森のどか , 伊東和輝，丹羽 開紀，鈴木拓央，

小林邦和：ロボカップ・ジャパンオープン 2017 標準プラットフォームリーグ (SPL) 本戦準優勝 , 2017/5．

6) 日髙憲太，會澤要，上村祥之，大楠幸生．高橋一帆．森のどか．鈴木拓央，小林邦和：ロボカップ 2017 名

古屋世界大会 標準プラットフォームリーグ (SPL) チャレンジ・シールド部門 優勝 , 2017/7．

7) 本多千鶴：平成 28 年 電子情報通信学会東海支部学生研究奨励賞（修士）

8) 本多千鶴：IEEE 名古屋支部 2017 年国際会議研究発表賞

9) 本多千鶴：第 15 回情報学ワークショップ (WiNF2017), 優秀ポスター発表賞 , “Stepwise SVM による模擬便

の性状分類

10) 井手広康，奥田隆史：FI2017 第 16 回情報科学技術フォーラム FIT 論文賞，” トランプのシャッフルにおけ

る可視化と最適な組み合わせ関する検討 ”，2017/9.

11) 井手広康，奥田隆史：第 22 回ゲームプログラミングワークショップ ベストポスター賞，” マルチエージェン

ト・シミュレーションを用いた全自動麻雀卓の撹拌手法に関するモデル化 ”，2017/11．

12) 神谷裕作：電子情報通信学会 東海支部 卒業研究発表会，優秀卒業研究発表賞．“ 運転中の光刺激提示がドラ

イバに与える覚醒効果の検証 ”

13) 島崎正太：Bioengineering Hackathon in 生体医工学サマースクール 2017 最優秀賞

14) 鳥居耕太：電子情報通信学会 東海支部 卒業研究発表会，優秀卒業研究発表賞．“ 自動車の乗り心地評価に向

けたシミュレータ走行時における生体信号多変量解析 ”
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15) 山田早姫：Excellent Student Award，第 73 回日本放射線技術学会総会学術大会 (Next Generation Session), 

2017 年 4 月 16 日 , パシフィコ横浜 / 神奈川 . 

16) 山田早姫，神谷直希，村上和人：CyPos 賞 Silver Award, 第 73 回日本放射線技術学会総会学術大会 , 2017 年

4 月 16 日 , パシフィコ横浜 / 神奈川 .

17) 山田早姫：電子情報通信学会東海支部学生奨励賞 ( 修士 ), ( 一社 ) 電子情報通信学会東海支部 , 2017 年 6 月

15 日 , キャッスルプラザホテル / 愛知 .

18) Yano. K, Kondo G. and Kamiya Y.: A new non-contact measurement of heartbeat variations for car drivers us-

ing Doppler sensors, 2017 IEEE International Conference on Vehicular Electronics and Safety (ICVES2017) 

Best Paper Award.

研究成果の配列は第１著者のアルファベット順としている．

情報科学部教職員を下線（実線）付きに，情報科学部・大学院情報科学研究科の学生，研究生を下線（点線）で示

している．


